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奈
良

ｏ
東
大
寺
の
南
大
門
に
あ
る
石
造
り
の

「獅
子
」
２
体

（重
要
文

化
財
、
高
さ
１
６
０
～
１
８
０

ｏ
５
考
）
の

「兄
弟
」
像
が
、
中
国
浙
江

省
に
現
存
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
現
地
調
査
し
た
奈
良
県
大
和
郡
山
市

東
大
寺
の
獅
子
は
、
平
氏
の
南
都
焼
き
打

ち
（１
１
８
０
年
）
で
焼
け
た
南
大
門
を
復
興

し
た
重
源
上
人

（１
１
２
１
～
１
２
０
６
）

の
指
揮
で
つ
く
ら
れ
た
。
運
慶
ら
が
制
作
し

た
仁
王
像
の
隣
に
あ
り
、
寺
の
古
記
録
に
は

騰
陣
』
一床
Ｆ
鶴
晴
”
鵬
断
”
ド

の
工
人
４
人
が
１
１
９
６

（建
久
７
）
年
に

制
偏
ｕ
「だ
が
、
日
本
の
石
で
は
つ
く
り
に
く

い
の
で
咆
団
洲
瀾
引
纏
罰
入
υ
涸
］
と
あ
る
。

‐
測
劉
∃
東
創②
翻
□
動
願
嶽
劉
佃

鳳
ヨ
・Ｗ
一咽
詈
卸
句でき
だ
が
二
測

ま
で
中
国
に
類
例
が
見
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

山
川
さ
ん
は
１１
月
下
旬
、
浙
測
翻
一ａ
Ｆ『
詢

を
調
査
。

と
い
う
。
同
時
期
に
あ

級
官
僚
の
墓
の
前
に
武
人
像
な
ど
と
と
も
に

鴫
刻ｄ
　
　
　
勤
釧
り
ｏ

山
川
さ
ん
は

「大
陸
に
渡
っ
た
経
験
の
あ

る
重
源
が
、
こ
う
し
た
像
を
見
て
東
大
寺
に

も
安
置
し
た
い
と
考
え
た
の
で
は
。
東
大
寺

と
中
国
で
科
学
的
分
析
を
試
み
る
必
要
が
あ

る
」
と
話
し
て
い
る
。

教
委
の
山
洲
均
主
任

（中
世
考
古
学
）
が
１０
日
に
同
寺
で
あ
っ
た
シ
ン
ポ

ヽ
，

４
Ｆ
口
主

ジ
ウ
ム
で
発
表
し
た
。
中
国
の
工
人
が
１２
世
紀
末
ご
ろ
に
つ
く
っ
た
と
さ
跳
「
〔二
＋
Ｆ
Ｔ

れ
る4'1)

レ

同
寺
の
獅
子
の

ツ
が

８
０
０
年
ぶ
り
に
判
明
し
た

（編
集
委
員

小
滝
ち

ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ

・見
つ
け
た
。
大
き

」L
ノヽ
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工
な

口

Ｐ

Ｅ
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君
■
ロ

市
教
委

職
員
が
発
見

餞

く
口
を
開
け
て
は
え
る
表
情
も
そ
っ
く
り
だ

東大寺南大門の獅子=
奈良市の東大寺で
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